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研究成果の概要（和文）：本研究課題の主な目的は、人間の情報処理の中心的な役割を果たす注意機能につい
て、パーソナリティ等の個人特性に注目して検討することであった。注意機能は、覚醒（課題に対する準備を整
える）、定位（適切な位置・対象に注意を向ける）、競合の解消（不要な情報を抑制する）の3成分に分けられ
る。これらの成分の個人間差について検討を行った。注意ネットワーク課題を用いて測定した注意の各成分につ
いて、行動抑制系・行動賦活系の特性との関連、マインドフルネス瞑想トレーニングを行うことによる機能向上
の個人差要因についての知見が得られた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the attention, which plays a 
central role in human information processing, based on individual characteristics such as 
personality. The attention can be divided into three subfunctions: alerting (preparing for a task), 
orienting (directing attentional focus to a specific position or object), and executive attention 
(resolving the conflict between necessary/unnecessary information). We investigated inter-individual
 differences in these subfunctions. This study showed that the relationship between the subfunctions
 of attention and the characteristics of the behavioral inhibition and behavioral activation 
systems, and the individual difference in the improvement of these functions through mindfulness 
meditation training.

研究分野： 実験心理学

キーワード： 視覚的注意　個人差　行動制御　マインドフルネス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、注意ネットワーク課題を用いて測定した注意のサブ機能について、行動抑制系・行動賦活系の特性
との関連、マインドフルネス瞑想トレーニングを行うことによる機能向上の個人差要因についての知見が得られ
た。これは、注意機能が個人特性によって変わりうることを示しており、注意研究の新しい展開につながると考
えられる。また、マインドフルネス瞑想トレーニングと注意機能向上について、先行研究の結果は一貫していな
いが、実験参加者の個人特性という要因を加えることでそれを解決できる可能性が示唆されたことは、効率的な
トレーニングを明らかにできるといった社会的な意義もある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
人間は、常に大量の感覚情報を受け取っているが、その中の一部のみを意識的に知覚している。

この感覚情報を取捨選択する機能を「注意」と呼ぶ。注意は、日常場面における人間の情報処理
の中心的な役割を果たしている。視覚的注意に関する重要な知見として、注意の制御は、覚醒（課
題に対する準備を整える）、定位（適切な位置・対象に注意を向ける）、競合の解消（不要な情報
を抑制する）の 3 成分の混合で達成されることが挙げられる。 
注意について調べた実験心理学的研究の多くは、「集団の平均値」としての効果を検討してお

り、人間の全体的な傾向を明らかにする反面、人間の多様性を切り捨ててきたという問題もあっ
た。注意の個人差研究もされてはきたが、そのほとんどは、注意機能を臨床的な軸（健常者群と
臨床群の違い）や成績の高低という軸で議論していた。このような軸だけでは、人間の多様性を
解明することが困難になってきているという認識のもと、注意研究に新しい展開を見出したい
と考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、健常者を対象とした注意制御の個人差を検討する。特に、注意の各成分について、

それぞれがどのような個人特性によって規定されるかを明らかにする。 
また、実験的な介入効果の個人差についても検討する。具体的には、近年注意機能を変化させ

る方法として注目されているマインドフルネス瞑想を対象として、どのような個人が瞑想の影
響を受けやすいかを検討する。マインドフルネスと注意機能についての心理学研究では、結果が
一致しないものが多く報告されている。この報告内容の不一致は、実験操作の影響の受けやすさ
の個人差によって説明できる可能性がある。この研究から、個人差を切り口とした研究の議論に
つなげられる。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、注意ネットワーク課題（図 1）などを用いた心理行動実験と質問紙調査を行い、

注意制御の個人差について検討した。また、マインドフルネス瞑想を対象にして、個人特性を考
慮した注意制御の変容のための適切な介入方法を検討した。性格特性の指標として、代表的な質
問紙である行動抑制系/行動賦活系傾向などを用いた。また、個人のマインドフルネス特性を、
5つの指標（気づき、観察、描写、非反応、非判断）からなるマインドフルネス傾向質問紙(FFMQ)
を用いて測定した。 

 
図 1 注意ネットワーク課題 

数種類の手がかり刺激と標的刺激の組み合わせにより条件を作成する。 
標的刺激（5つの矢印のうち、中央の矢印）に対する反応時間を測定し、条件間の差分をとる

ことで、注意の 3成分を調べることができる。 
 
また、横目でものを観察する状況などにおいて、頭部正面方向に視覚的注意が向きやすいとい

う現象について、その個人差に関する検討も行った。特に、横目観察（頭部と視線の方向が異な
っている）と振向き観察（身体に対して頭部を別の方向に向ける）という姿勢に着目し、それぞ
れの姿勢においてある位置への視覚的注意の向きやすさを測定し、その関係を見た。 
 
 
 



４．研究成果 
 
・行動制御システムと注意制御の各成分の関係 
注意ネットワーク課題を用いて、注意制御の各成分について、人間の行動制御に関わると考え

られている行動抑制・行動賦活システムと関連するかを探索的に検討した。具体的には、実験参
加者に対し、注意ネットワーク課題と日本語版 BIS/BAS 質問紙（行動抑制系・行動賦活系を測定
する質問紙）を行い、それらの結果の関係を調べた。 
注意機能の各成分のスコアを目的変数、BIS 得点と BAS 得点を説明変数とした重回帰分析を行

ったところ、BIS 得点が高いほど覚醒スコア、競合の解消スコアが高いという結果が得られた。
覚醒スコアは手がかりなし条件と二重手がかり条件の反応時間の差分（つまり、標的刺激が出る
タイミングについての手がかりの有無による影響の差）であるが、BIS 得点が高いと手がかり無
条件での反応時間が長い傾向が見られた。また競合の解消スコアはフランカー課題の一致試行・
不一致試行間の反応時間の差分であるが、BIS 得点が高いと不一致条件での反応時間が長くなっ
た。これらの結果は、BIS が無報酬の信号や罰を避ける傾向を反映するという想定とも一致して
いる。一方、BAS 得点と注意機能の各成分のスコアには明確な関係は見られなかった。このこと
から、注意制御は主に行動の抑制機能と関連があることが示唆される。この研究結果を国内学会
で発表した。 
 
・短時間のマインドフルネス瞑想と注意制御 
マインドフルネス瞑想によって注意制御機能が向上すると言われているが、具体的な効果に

ついては研究間で結果が一致していない。それに加えて、マインドフルネスの研究の多くは、長
期にわたる（数日～数か月）瞑想の効果についての研究が多く、短時間のマインドフルネス瞑想
でも注意制御に影響があるかどうかはよく分かってない。通常、長期にわたる瞑想の訓練も、短
時間の瞑想を繰り返すことで達成されるため、瞑想の最小単位だと考えられる短時間の瞑想の
効果を調べる意義はある。そこで、マインドフルネス瞑想前後で注意ネットワーク課題を行い、
その成績が瞑想によって向上するかを調べる実験を行った。マインドフルネス瞑想は、大きく集
中瞑想と洞察瞑想に分けられるが、それぞれの瞑想が注意制御機能の向上に効果があるかを調
べるために、実験参加者を、集中瞑想・洞察瞑想を行う群に分け、瞑想前後での注意ネットワー
ク課題の成績の変化を調べた。 
その結果、30 分程度の瞑想を行っても、平均値としてはどちらの瞑想も注意機能を大きく向

上させることはなかったが、個人のマインドフルネス傾向（普段からマインドフルネス的な行動
をしているか）を加味すると、効果に違いが見られた。具体的には、マインドフルネス傾向が低
い人ほど集中瞑想によって注意の覚醒機能が向上しやすく、逆にマインドフルネス傾向が高い
人は洞察瞑想によって注意の覚醒機能が向上しやすいことが示された。つまり、個人特性を考慮
するとマインドフルネス瞑想が注意制御に与える影響は変わる可能性がある。これは、マインド
フルネスと注意の研究において結果が一貫していなかった理由の一つが、個人特性が交絡して
いた可能性（瞑想の効果が個人特性によって異なっていた）を示唆している。個人特性、特にマ
インドフルネス傾向を要因として加えた検討によって、マインドフルネス瞑想と注意制御の関
係をより詳細に明らかにできると考えられる。この研究結果は、国際誌で発表し、また関連した
論考を書籍として発表した。 
 

・頭部方向と視覚的注意の定位との関係 
人間の視覚的注意の定位位置は、姿勢によって変わりうる。そこで、横目観察（頭部と視線の

方向が異なっている）と振向き観察（身体に対して頭部を別の方向に向ける）という姿勢に着目
して、それぞれの姿勢において、視覚的注意がどこに向きやすいかを測定した。その結果、視覚
的注意は、頭部方向に基づき視線が向きやすい方向に向きやすいことが報告されている（頭部方
向に基づく視覚的注意の空間的偏り）。それぞれの姿勢における頭部方向に基づく視覚的注意の
空間的偏りの大きさについて、どのような関係があるかを個人間差の観点（頭部方向に基づいて
視覚的注意の定位が変わりやすい人やほとんど変わらない人がいる）から検討した。視野の左右
いずれかに呈示される標的刺激の同定課題において、標的刺激が視線の向きやすい位置、逆位置
に出たときの正答率の差分を視覚的注意の空間的偏りの大きさと定義し、それを姿勢間で比較
した。 
視覚的注意の空間的偏りの大きさ自体は、横目観察の方が振向き観察よりも大きかった。それ

に加えて、両観察状況での視覚的注意の空間的偏りの大きさには正の相関が見られた。横目観察
では眼筋制御の信号、振向き観察では頸筋から眼筋へ伝達された信号により視線が動くと考え
ると、信号源は異なっていても、視線を動かそうとする信号自体が視覚的注意を空間的に偏らせ
ると考えられる。つまり、これらの姿勢における視覚的注意の空間的偏りには、類似した認知メ
カニズムの関与が示唆された。この研究成果を国内学会で発表した。 
 
以上より、注意ネットワーク課題を用いて測定した注意のサブ機能について、行動抑制系・行

動賦活系の特性との関連、マインドフルネス瞑想トレーニングを行うことによる機能向上の個
人差要因についての知見が得られた。加えて、頭部方向と視覚的注意の関係というトピックにつ
いても、観察姿勢の違いを超えた個人内の共通点という観点から知見を得ることができた。 
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